
　
ロ
ナ
ル
ド
・
メ
イ
ス
教
授
が
所
長

を
務
め
て
い
た
、
米
国
の
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
に
あ
る
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
考
え
る
指

針
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
七
つ
の

原
則
を
提
示
し
て
い
る
。

原
則
１
　
誰
に
で
も
公
平
に
利
用
で

き
る
こ
と

原
則
２
　
使
う
上
で
の
自
由
度
が
高

い
こ
と

原
則
３
　
使
い
方
が
簡
単
で
す
ぐ
わ

か
る
こ
と

原
則
４
　
必
要
な
情
報
が
す
ぐ
理
解

で
き
る
こ
と

原
則
５
　
う
っ
か
り
ミ
ス
や
危
険
に

繋
ら
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

原
則
６
　
無
理
な
姿
勢
や
強
い
力
を

必
要
と
せ
ず
楽
に
使
用
で
き
る
こ
と

原
則
７
　
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
寸
法
・

空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
誰
に
で
も
利

用
し
や
す
い
と
い
う
視
点
を
中
心
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
デ
ザ

イ
ン
を
す
る
過
程
で
は
、
利
用
し
や

す
さ
の
み
な
ら
ず
、
経
済
性
や
技
術

的
条
件
、
文
化
的
要
件
や
環
境
等
関

連
す
る
諸
条
件
を
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
と
い
う
視
点

を
追
求
し
つ
つ
、
関
連
す
る
諸
条
件

と
の
融
合
や
調
和
を
図
る
た
め
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
努
力
と
工
夫
が
必
要
と

な
る
。

③
―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
バ

　
　
リ
ア
フ
リ
ー

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
類
似

Λ
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
・
平
成
十
一
年
四
月
一
日

現
在
Ｖ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
市
川
孝
史
＝
企
画
局
総
務

課
長
／
桑
波
田
一
孝
＝
企
画
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

担
当
係
長
／
伊
藤
友
道
＝
福
祉
局
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

課
担
当
係
長
／
高
橋
節
子
＝
衛
生
局
地
域
保
健
課
事
業

推
進
係
長
／
今
冨
雄
一
郎
＝
経
済
局
産
業
振
興
課
新
産

業
育
成
係
長
／
薬
師
寺
え
り
子
＝
都
市
計
画
局
企
画
調

査
課
担
当
係
長
／
小
林
正
幸
＝
道
路
局
企
画
課
担
当
係

長
／
角
田
正
樹
＝
建
築
局
住
宅
・
教
育
施
設
課
教
育
施

設
第
一
係
長
／
松
山
弘
子
＝
神
奈
川
区
区
政
推
進
課
企

画
調
整
係
長
／
山
口
彰
夫
＝
栄
区
区
政
推
進
課
企
画
調

整
係
長

本
稿
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
を
も
と
に
当
時
の

事
務
局
で
あ
っ
た
小
口
秀
明
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

（
注
１
）
　
ロ
ナ
ル
ド
・
メ
イ
ス

一
九
四
一
年
、
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
生
ま
れ
。

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
、

同
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど

を
歴
任
。
自
ら
障
害
者
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
権
獲
得
運

動
で
活
躍
。
Ａ
Ｄ
Ａ
法
（
障
害
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
人
法
）

の
制
定
に
も
参
加
し
、
米
国
大
統
領
殊
勲
賞
ほ
か
、
建

築
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
受
賞
多
数
。
一
九
九
八
年

六
月
死
去
。
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

何
か

①
―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
定
義

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

「
ど
の
よ
う
な
人
々
に
対
し
て
も
適

合
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
意
味
で
、

年
齢
や
障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
、
で
き
る
限
り
最
大
限
す
べ
て

の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
建
物

や
空
間
、
製
品
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
米
国
の
建
築
家

で
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
ロ

ナ
ル
ド
・
メ
イ
ス
教
授
（
注
上
に

よ
っ
て
一
九
七
〇
年
代
に
提
唱
さ
れ

た
。

②
―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
七

　
　
原
則

は
じ
め
に

　
平
成
十
年
度
の
施
策
研
究
会
で

は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

推
進
」
を
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
、

そ
の
概
念
の
整
理
と
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
こ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
企
画
局
少
子
・

高
齢
化
社
会
対
策
課
長
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
、
「
ま

ち
づ
く
り
」
と
「
モ
ノ
（
製
品
）
づ

く
り
」
の
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
検
討

を
進
め
た
。
ま
た
、
幅
広
い
視
点
か

ら
の
検
討
を
行
う
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
は
、
七
局
二
区
か
ら
関
係
の

係
長
ク
ラ
ス
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
た
。
本
報
告
は
、
そ
の
概
要
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

施
策
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

調
査＆

政
策
研
究



の
概
念
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
障

壁
の
除
去
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
方
が
こ
れ
ま
で
は
一
般
的

で
あ
り
、
行
政
と
し
て
は
、
建
築
物

や
街
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

を
、
ま
た
、
民
間
企
業
で
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
商
品
の
開
発
・
販
売
な
ど

を
進
め
て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
両
者
の
関
係
を
整
理
す

れ
ば
、
ま
ず
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、

障
害
者
や
高
齢
者
等
に
と
っ
て
の
何

ら
か
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
対
し
て
、

そ
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
こ
と
を
い

う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
考
え
方
は
、
そ

の
対
象
を
特
定
の
人
間
に
限
定
せ

ず
、
広
く
す
べ
て
の
人
々
を
対
象
と

し
捉
え
、
初
め
か
ら
バ
リ
ア
が
な
い

よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

環
境
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
考
え
方

で
あ
る
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
階
段

し
か
な
い
鉄
道
駅
舎
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
障
害
者
や
高
齢
者

が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す

こ
と
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
り
、
一

方
、
駅
舎
を
建
て
る
際
に
障
害
者
や

高
齢
者
も
含
め
、
す
べ
て
の
人
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め

階
段
と
と
も
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
お
く
、
或
い
は
、
段
差
の
な

い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
　
（
注
２
）
　
の
よ

う
な
汎
用
性
の
高
い
も
の
を
設
置
し

て
お
く
の
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
（
注
３
）
。

　
従
っ
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
も
う
一

歩
進
め
た
考
え
方
で
あ
り
、
欧
米
で

は
「
イ
ン
ク
ル
セ
イ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
」

と
か
「
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー

ル
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
得
て

し
て
障
害
の
あ
る
人
へ
の
対
応
と
し

て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
環
境
が
、

結
果
的
に
は
障
害
の
な
い
人
の
使
い

や
す
さ
を
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
も
、
障
害
の
な
い
人
に
は
使
わ

せ
な
い
と
い
う
逆
転
現
象
を
生
み
出

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
或
い
は

そ
こ
ま
で
行
か
な
く
と
も
、
例
え
ば
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
て
も
、

通
常
の
動
線
か
ら
外
れ
て
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
行

う
場
合
で
も
、
誰
に
も
使
い
や
す
い

と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

発
想
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
招
か
ず
に
す
む
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
使

い
勝
手
を
よ
く
す
る
発
想
で
も
あ
る

と
い
え
る
（
注
４
）
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

　
横
浜
市
で
は
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
従
来

か
ら
都
市
開
発
や
道
路
整
備
、
公
共

施
設
や
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
が
あ

る
た
め
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
う
し
た

経
過
を
踏
ま
え
つ
つ
、
他
都
市
の
事

例
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
今
後
に
向

け
た
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
）
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
方
向
性
を
整
理
し
た
。

①
―
他
都
市
の
取
り
組
み
状
況

　
今
回
の
調
査
で
は
五
か
所
の
自
治

体
に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

各
地
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

ア
大
分
県
～
大
分
県
は
九
州
で
最
初

の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

制
定
す
る
な
ど
、
人
に
や
さ
し
い
街

づ
く
り
を
先
駆
的
に
進
め
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
大
分
国
際
車
い
す
了
フ

ソ
ン
を
昭
和
五
十
六
年
か
ら
開
催

し
、
現
在
で
は
世
界
三
十
近
く
の
国

調
査
＆
政
策
研
究
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
～
施
策
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

と
地
域
か
ら
四
百
人
以
上
の
車
い
す

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
世
界
最
大
規

模
の
大
会
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
大
会
を
支
え
る
た
め
に
交
通
機

関
や
道
路
、
宿
泊
施
設
等
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
か
進
ん
で
い
る
。

イ
世
田
谷
区
～
梅
丘
地
区
の
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。
こ
の
地
区

は
中
学
校
、
養
護
学
校
、
図
書
館
、

警
察
署
、
消
防
署
、
税
務
署
、
公
園
、

病
院
等
い
く
つ
も
の
公
共
施
設
が
集

中
し
て
お
り
、
多
く
の
市
民
が
行
き

交
う
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
歩
車
道
の
段
差
が
少
な
い
道
路
・

交
差
点
、
縁
石
の
上
に
立
て
た
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
辻
広
場
を
利
用
し
た
扉

の
な
い
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
に
よ
っ

て
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
空
間
を

作
り
出
し
て
い
る
（
写
真
１
）
。
こ
の

ほ
か
、
ベ
ン
チ
や
街
路
灯
、
縁
石
な

ど
随
所
に
「
瓦
」
を
用
い
て
、
安
全

で
快
適
に
楽
し
み
な
が
ら
散
策
で
き

る
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
用
賀
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
（
い
ら
か
み
ち
）
な
ど

が
あ
る
（
写
真
２
）
。

ウ
三
鷹
市
～
三
鷹
駅
南
口
周
辺
地
区

は
、
警
察
庁
と
建
設
省
の
重
点
施
策

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
形

成
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け

（
全
国
で
三
か
所
）
、
交
通
規
制
の
見

直
し
と
と
も
に
、
バ
ン
プ
の
設
置
（
注

５
）
や
生
活
道
路
の
狭
窄
化
な
ど
、

道
路
環
境
の
整
備
を
行
い
、
抜
け
道

（
注
２
）
段
差
の
な
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

一
部
の
メ
ー
カ
ー
で
は
、
上
下
移
動
の
た
め
に
段
差
の

な
い
（
ゴ
ム
ベ
ル
ト
方
式
の
）
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
開

発
し
て
お
り
、
東
京
都
の
江
戸
東
京
博
物
館
や
長
崎
県

の
グ
ラ
バ
ー
園
な
ど
で
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

本
市
で
も
導
入
を
進
め
て
い
る
「
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」

な
ど
も
汎
用
性
が
高
く
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

製
品
と
い
え
る
。

（
注
３
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
具
体
的
な
手
法

と
し
て
は
、
①
多
く
の
人
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

よ
り
多
く
の
選
択
肢
を
用
意
し
て
お
く
、
②
多
く
の
人

や
ニ
ー
ズ
に
共
通
す
る
ベ
ー
ス
を
用
意
し
、
個
別
の
要

求
へ
の
対
応
は
オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
す
る
、
③
多
く
の

人
や
ニ
ー
ズ
を
包
含
す
る
汎
用
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
を

提
供
す
る
、
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

（
注
４
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
に
向
け
た
主

な
動
き
と
し
て
は
、
①
局
齢
社
会
に
お
け
る
製
品
、
生

活
環
境
等
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
関
す
る
研

究
（
科
学
技
術
庁
）
②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞
の

創
設
（
通
産
省
）
③
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
事
業
（
自
治
省
）
④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
（
横
浜
市
）
な
ど
が
あ
る
。

（
注
５
）
　
ハ
ン
プ

道
路
に
凸
部
を
設
け
て
低
速
走
行
を
促
す
も
の
。
車
両

は
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
て
通
過
す
る
と
不
快
な
衝
撃

を
受
け
る
。
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車
両
の
排
除
と
居
住
者
の
安
全
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

エ
武
蔵
野
市
～
武
蔵
野
市
で
は
、
間

隔
の
短
い
バ
ス
停
と
普
通
の
路
線
バ

ス
が
入
れ
な
い
よ
う
な
狭
い
道
路
で

も
走
る
こ
と
の
で
き
る
小
型
の
車
両

を
導
入
し
た
「
ム
ー
バ
ス
」
と
い
う

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
お

り
、
現
在
、
吉
祥
寺
駅
を
起
点
に
二

路
線
が
あ
る
。

オ
台
東
区
～
台
東
区
で
は
、
既
存
の

交
通
手
段
が
利
用
で
き
な
い
障
害
者

や
高
齢
者
に
対
し
て
、
リ
フ
ト
付
き

の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
を
活
用
し
た

交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
ス
ペ
シ
ヤ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ

ス
」
を
実
施
し
て
お
り
、
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
の
移
動
や
施
設
送
迎
等
を
行
っ

て
い
る
。

②
―
今
後
の
方
向
性

ア
街
づ
く
り

　
街
づ
く
り
の
視
点
で
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
建
築
物
、

公
共
交
通
機
関
等
に
つ
い
て
、
個
々

の
対
応
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

例
え
ば
、
市
民
利
用
施
設
や
鉄
道
駅

舎
の
中
を
高
水
準
で
整
備
し
て
も
、

施
設
か
ら
駅
ま
で
の
間
の
動
線
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
問
題
が

生
じ
て
い
る
面
が
あ
る
。
従
っ
て
、

今
後
は
個
別
施
設
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
面
的
な
整
備
基
準
の
設
定
と
そ

れ
に
基
づ
く
面
的
な
整
備
が
望
ま
れ

る
と
考
え
る
。
「
点
か
ら
面
へ
」
。
こ

の
こ
と
が
街
づ
く
り
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
の
ひ
と

つ
と
考
え
る
。

イ
道
路

　
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
道
路
づ
く

り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
他
都
市
の

状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
議
論
を
重
ね
、
次

の
と
お
り
方
向
性
を
提
案
し
た
。

＊
体
系
的
な
都
市
計
画
道
路
の
整
備

（
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）

＊
歩
車
道
分
離
の
あ
り
方
の
再
検
討

＊
通
過
交
通
減
少
の
た
め
の
対
応

＊
駅
や
駅
前
広
場
な
ど
交
通
結
節
点

の
整
備

＊
わ
か
り
や
す
い
サ
イ
ン
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
、
休
憩
設
備
（
ベ
ン
チ
・

ト
イ
レ
）
等
の
整
備

ウ
公
共
施
設

　
現
在
、
市
民
利
用
施
設
の
整
備
基

準
と
な
っ
て
い
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
（
施
行
規
則
）
」
は
、
施

行
者
が
福
祉
的
観
点
か
ら
最
低
限
守

る
べ
き
基
準
で
、
こ
の
基
準
に
沿
っ

た
設
計
及
び
施
工
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
一
定
水
準
の
整
備
が
確
保
で
き

る
。
　
そ
の
上
で
、
も
う
一
歩
進
め
た
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
の
整

備
を
図
る
た
め
に
は
、
設
計
の
段
階

か
ら
、
敷
地
の
状
況
や
施
設
の
特
性
、

利
用
対
象
層
の
把
握
や
類
似
施
設
の

内
容
な
ど
の
諸
条
件
に
つ
い
て
十
分

な
検
討
を
重
ね
、
ま
た
、
利
用
者
と

な
る
人
だ
ち
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行

い
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
対
応
や
工

夫
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

エ
交
通

　
交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

三
つ
の
視
点
か
ら
の
方
向
性
を
提
案

し
た
。

＊
関
係
施
設
、
車
両
の
充
実
～
引
き

続
き
鉄
道
駅
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
、
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
な
ど
を
推
進

す
る
。

＊
都
心
部
交
通
機
関
の
充
実
～
多
く

の
来
街
者
が
あ
る
都
心
臨
海
部
な
ど

に
つ
い
て
は
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し
、
誰
も

が
利
用
で
き
、
ま
た
、
小
回
り
の
利

く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

＊
市
民
利
用
施
設
に
お
け
る
移
動
シ

ス
テ
ム
の
充
実
～
台
東
区
な
ど
で
取

り
入
れ
て
い
る
ス
ペ
シ
ヤ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用

度
の
高
い
公
共
施
設
と
鉄
道
駅
間
な

ど
に
導
入
し
、
障
害
者
や
高
齢
者
も

含
め
た
市
民
の
移
動
性
を
高
め
る
。

モ
ノ
（
製
品
）
づ
く
り
に
お
け
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

（
民
間
企
業
調
査
の
結
果
か
ら
）

①
―
民
間
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

　
　
の
実
施

　
モ
ノ
（
製
品
）
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
民
間
企
業
が
主
役
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

実
際
に
製
品
を
作
っ
て
い
る
民
間
企

業
に
対
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
業
百
社
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
っ
た
（
う
ち
回

答
二
十
四
社
）
。

②
―
調
査
結
果
の
概
要

ア
各
社
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　
各
企
業
の
独
自
性
や
独
創
性
を
出

し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
各
社
共

通
す
る
目
標
は
「
使
い
や
す
さ
」
で

あ
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

特
に
意
識
し
て
い
る
企
業
も
二
十
四

社
中
十
社
（
四
二
％
）
あ
っ
た
。

イ
取
り
組
み
開
始
時
期

　
各
社
が
現
行
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
一

九
九
〇
年
代
前
半
が
多
い
。
ま
た
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
へ
と
変
遷
を
辿
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
言
葉
の

普
及
と
は
別
に
、
実
際
に
は
も
っ
と

早
い
時
期
か
ら
各
社
独
自
に
「
使
い

や
す
い
」
製
品
づ
く
り
に
は
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

ウ
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

写真―2　世田谷区用賀プロムナード図―1　取り組みを始めた理由

＊
製
品
研
究
開
発
と
は
、
「
使
い
や
す
さ
」
の
追

求
を
し
た
結
果
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ヘ
た

ど
り
着
い
た
と
い
う
意
味
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取
り
組
み
を
始
め
た
理
由
と
し
て

は
、
「
社
会
的
要
請
」
を
挙
げ
て
い

る
企
業
が
多
い
（
図
１
）
。
高
齢
化

社
会
へ
の
急
速
な
移
行
を
前
提
と
し

て
、
「
高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
、

誰
に
で
も
使
い
や
す
く
す
る
」
と
い

う
意
味
で
の
社
会
的
要
請
と
受
け
止

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
企
業
の
中
に
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
Ｃ
Ｉ
に
掲
げ
て

い
る
と
こ
ろ
や
、
市
場
拡
大
に
な
る

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

エ
コ
ス
ト

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
普
及
の

た
め
の
課
題
に
コ
ス
ト
の
問
題
が
あ

る
。
今
回
の
調
査
で
は
通
常
の
製
品

と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
製
品

と
の
価
格
差
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
そ
の
結
果
、
価
格
差
は
○
～
五

〇
％
増
し
ま
で
と
多
様
な
状
況
が
示

さ
れ
た
（
図
２
）
。

　
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ス
ト
は
、
二
極

分
化
し
て
い
る
よ
う
で
、
個
々
の
小

さ
な
部
品
な
ど
の
使
い
勝
手
を
改
良

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
す
る
場
合
は

コ
ス
ト
も
○
～
五
％
の
範
囲
で
収
ま

る
が
、
誰
も
が
使
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
機
能
や
性
能
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
場
合
に
は
最
高
五
〇
％
程
度
の

コ
ス
ト
増
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
コ
ス
ト
面
を

考
え
て
ど
こ
ま
で
製
品
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
化
を
推
進
す
る
の
か
、
各
社
ご

と
に
選
択
を
迫
ら
れ
る
課
題
が
存
在

し
て
い
る
と
い
え
る
。

オ
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
・
役
割

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
普
及

す
る
た
め
に
行
政
に
望
む
こ
と
と
し

て
は
、
「
税
制
上
の
優
遇
措
置
」
を

求
め
る
回
答
が
多
か
っ
た
が
、
「
そ

の
他
」
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
広
報
な
ど
の
普

及
・
啓
発
を
求
め
る
意
見
も
見
受
け

ら
れ
た
（
図
３
）
。

③
―
ま
と
め

　
モ
ノ
（
製
品
）
づ
く
り
の
分
野
で

は
、
各
企
業
は
従
来
か
ら
「
使
い
や

す
い
モ
ノ
」
を
め
ざ
し
て
製
品
開
発

を
行
い
、
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
売

れ
る
こ
と
を
追
求
し
て
き
た
と
い
え

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
高
齢
化
社
会

の
進
展
等
に
よ
る
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
手
が
か
り

と
し
て
、
企
業
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
っ
た

概
念
を
徐
々
に
導
入
し
始
め
て
き
て

い
る
。

　
今
後
、
企
業
と
し
て
は
コ
ス
ト
面

で
の
制
約
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
製

品
開
発
の
際
に
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
「
使
い
や
す
い
モ
ノ
」
づ
く
り

に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
一
方
、
横
浜

市
の
役
割
と
し
て
は
、
「
普
及
・
啓

発
の
推
進
」
、
「
ユ
ー
ザ
ー
情
報
の
企

業
へ
の
提
供
」
、
「
企
業
へ
の
研
究
・

開
発
支
援
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
、

ユ
ー
ザ
ー
（
市
民
）
自
身
が
使
い
や

す
い
製
品
を
判
断
す
る
力
を
育
て
、

何
か
本
当
に
使
い
や
す
い
か
を
企
業

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
（
市
民
）
と
企
業
と
行
政
と
が

一
体
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
使
い
や
す

い
モ
ノ
（
製
品
）
づ
く
り
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
の

た
め
に

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市

長
に
も
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
い
た

だ
き
、
二
回
の
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

方
向
性
を
描
い
た
。

　
総
括
的
に
は
、
①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
推
進
と
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
る
人
間

が
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を

め
ざ
し
、
或
い
は
少
し
で
も
そ
の
こ

と
に
近
づ
く
よ
う
に
、
弛
ま
な
い
努

力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
く
こ
と
、
②

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
作
り

出
す
た
め
に
は
、
一
定
の
基
準
や
手

法
を
た
だ
鵜
呑
み
に
し
て
実
行
す
る

の
で
は
な
く
、
提
示
さ
れ
て
い
る
状

況
や
条
件
を
十
分
把
握
し
、
き
め
細

調
査
＆
政
策
研
究
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
～
施
策
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

か
く
手
法
を
検
討
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
、
③
金
銭
的
に
多
大
な
投

資
を
行
え
ば
可
能
と
な
る
こ
と
で

も
、
実
際
に
は
そ
の
投
資
が
で
き
な

い
場
合
も
多
く
、
そ
の
際
に
必
要
と

な
る
の
は
人
間
の
英
知
で
あ
る
こ

と
、
の
三
点
を
ま
と
め
と
し
た
。

　
と
は
い
え
、
検
討
時
間
の
制
約
等

も
あ
り
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
十
分
詰
め
き
れ
な
か
っ
た
課
題
も

あ
る
。
一
方
、
横
浜
市
で
は
、
平
成

九
年
三
月
に
「
横
浜
市
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
て
、
人
間

性
豊
か
な
福
祉
都
市
の
実
現
を
め
ざ

し
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
む
出
し
て

い
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
、
今
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
も
と
に
し
な

が
ら
、
各
部
局
の
日
常
の
仕
事
の
中

で
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
や
モ
ノ
づ
く
り
に
向
け
た
議
論

や
検
討
を
さ
ら
に
深
め
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
都
市
「
よ
こ
は
ま
」
の
実
現

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
Λ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
・
現
教
育
委
員
会

事
務
局
企
画
課
担
当
係
長
　
小
口
秀

明
Ｖ

図―2　デザインを取り入れたことによる価格差図―3　普及に向けた行政への期待Λ
参
考
文
献
Ｖ

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
な
に
か
」
古
瀬
敏
編
著

（
都
市
文
化
社
）

「
デ
ザ
イ
ン
の
未
来
」
古
瀬
敏
編
著
（
都
市
文
化
社
）
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